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藤間中学校だより
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発行責任者：校長 森 義彦 第１０号 令和４年１１月２９日発行

１１月２５日（金）に全校集会が行われました。全校集会に先立ちまして、表彰を行

い、その後、マイドリームの発表（３学年鵜沼瑛彦君）と生徒会よりＳＤＧｓに関する

取り組みの提案がありました。まずはマイドリームの発表風景と発表内容です。

僕の将来の夢は、メカニカルエンジニアになることで

す。具体的に言うと、機械を造る技術者のことです。宇

宙開発や航空機、産業ロボット、自動車、家電、ＩＴ系

など、幅広い機械類の製品を造ることが主な仕事です。

近年では、ロボット開発の分野の仕事が増えています。

また、機械の提案から設計、開発、設置、運用まで、幅

広い分野に携わることができる職業です。なりたいと思

った理由は、機械が好きで、プラモデルなどを組み立てるのが好きだからです。メカニ

カルエンジニアになるために必要な資格はありませんが、取得していると就職に役立つ

資格が２つあります。それは、「技術士」と「機械設計技術者試験」です。僕は、夢を

実現するためには、まず志望校に合格することです。そのために、もっと勉強を頑張り

たいです。そして、より多くのことを知り、深い知識を身につけ、努力を続けていきた

いです。

ＳＤＧｓとは持続可能な開発目標（ SDGs： Sustainable Development Goals）であり、２０
３０年までに持続可能でよりよい世界を目指す国際目標です。１７のゴール・１６９の

ターゲットから構成され，地球上の「誰一人取り残さない（ leave no one behind）」ことを
誓っています。ＳＤＧｓは発展途上国のみならず、先進国自身が取り組むユニバーサル

（普遍的）なものであり、藤間中としても何かできないかを全校生徒で考えました。

①ゴミの削減 ②残菜０ ③節電 ④節水 ⑤ﾏｲﾎﾞﾄﾙ、箸

⑥自転車、徒歩 ⑦手伝い ⑧リスペクトアザーズ の中

から、まず２週間力を入れていくことを考えました。

今後の生活で行動にどのような変化が見られるのか、とても

楽しみにしています。ご家庭でもお話しください。
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全校集会に先立ちまして、表彰が行われました。

今回は県新人バレーボール大会、作文コンクール、

夏休み理科のレポートの代表生徒です。

一人一言、周囲への感謝や今後も努力を続けること

を述べました。さらなる成長に期待しています。

他の生徒の皆さんもチャンスをつかもう！！

連日、テレビや新聞では、サッカーワールドカップの話題で盛り上がっており、特に

日本の初戦であるドイツ戦での勝利は、国内だけではなく世界中のニュースとなりまし

た。一方、日本代表の違った一面にも世界中の注目が集まりました。

試合後、国際サッカー連盟は、公式ツイ

ッターを通じて、ドイツに勝った日本代表

がロッカールームをきれいに掃除をして会

場を離れたことを伝えました。使用したタ

オルの他、ビブスやペットボトル、食べ物

の容器もきちんと整理されています。まる

で試合前、まだ使用していない状態のよう

です。

また、日本代表は日本語とアラビア語で

「ありがとう」と記したメモと１１羽の折

り鶴を置いていきました。

こうした中、現地の日本人応援団が、観

衆が飲み食いしたあとに捨てたコーラのペ

ットボトルや食べ物の袋などを集めて重い

ごみ袋を担いでいく姿が見られました。

さて、今回の日本代表の行為は、「素晴らしい選手だからできたのか？」、「素晴らし

い人間だからできたのか？」どちらでしょうか。たぶん、「素晴らしい人間」だからで

きたのだと思います。以前、全国大会常連校の先生がこんなことを話していました。部

活動（クラブチームや習い事も含む）の最終的な目標は、「素晴らしい選手である前に、

素晴らしい中学生であること」である。素晴らしい中学生とは、テストで１００点を取

ることではなく（もちろん素晴らしいです）、礼儀、ルール・マナー、思いやりなど人

として尊敬される人間になることであると話していました。また、こんなことも話して

いました。チームには生徒会役員、学級役員、委員会役員がたくさんいます。なぜなら、

学校をよりよい方向に導こうという意識がない限り、チームを勝利に導くことはできな

い、困っている生徒を助けようとする気持ちがない限り、試合で困っている仲間を助け

ることはできないとのことでした。日常生活はあらゆることに影響を及ぼすということ

です。ぜひ、互いの良い面を伸ばし、活躍の場を広げてほしいと思います。

【教育目標】 〒 ９７０－０１０３
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